






The effect of how to worry on mental health, 



























































































































てはまらない (1)」～「非常にあてはまる (4)」の 4件法で回答を求めた。















井上・蘭， 1992)。各項目について「あてはまらない (1)」~「あてはまる (5)」
の5件法で回答を求めた。
自己効力感 坂野ら (1986)が作成した「一般性セルフ・エフイカシー尺度
(General Self-Efficacy Seal)」を用いた (Appendix2)。一般性自己効力感は，個
人が一般的に効力感をどの程度高くあるいは低く認知する傾向にあるかという，
一般的な効力感の強さを測定するためのものであり，十分な信頼性および妥当性
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4. 39 4. 13 
20.90 19.67 
20. 90 40. 57 

























13 気分が落ち込む，沈む . 02 
2 重苦しい圧迫感を感じる . 03 
10 心が暗い . 07 
1 悲しい気持ちだ . 05 
14 気がかりである . 05 
7 さみしい気持ちだ 05 
4 泣きたい気分だ . 16 
8 びくぴくしている . 01 
怒り
6 怒りを感じる -. 12 
15 いらいらする -.01 
12 不愉快な気分だ . 14 
3 不機嫌で，怒りっぽい . 05 
9 憤まんがつのる . 15 
因子間相関 I 1. 00 






































. 74 . 55 
. 72 . 52 
. 69 . 47 
. 66 . 44 
. 66 . 43 





































. 83 . 63 
. 79 . 68 
. 74 . 55 
. 67 . 45 
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13 自分を変えたり，問題解決の努力をする ―. 04 
3 具体的な対策を立て，これからどうしたらよいのかを考える 一.13 
4 この経験から得るものがあると考え，よい機会だと思うようにす . 07 
18 状況を思い返し，もう一度問題の検討をし直す ―. 06 
8 問題解決の情報をいろいろ集める 一.09 
9 気を静めたり，自分を励ます . 26 
相談・協力要請
6 問題解決のため，人に協力を頼む ―. 09 
l 今の状況を人に話し，自分の悩みをわかってもらう 一.04 
. 12 . 45 
. 13 . 44 
-.01 .36 
. 10 . 35 
. 29 . 35 





2. 64 2. 16 . 88 
16. 48 13. 52 5. 47 
16. 48 30. 00 35. 47 








































-. 16 38 
23 39 
34 . 42 
05 . 29 
. 11 19 
13 73 55 
-. 10 . 69 48 
. 22 .67 49 
22 . 62 44 
06 . 56 31 
3.22 1. 63 
20. 56 19. 82 
20. 56 40. 38 
. 79 78 
結果，悩み方は4群に分かれた (Table7)。第一に「距離がとれない (L)/悩む
ことに肯定的・積極的でない (L)」群（以下， I群），「距離がとれない (L)/悩
むことに肯定的・積極的 (H)」群（以下， I群），「距離がとれる (H)/悩むこ
とに肯定的・積極的でない (L)」群（以下，皿群），「距離がとれる (H)/悩むこ











肯定的態度・ (n =116) (n =101) 
積極的関わり
高(H)群 m群 w群




主F効値果I (L/L)群 I(L/H)群 ID(H/L)群 IV(H/H)群 多重比較
N=l16 N=lOl N=lll N=123 
情動的反応 抑鬱・不安 2. 44 (.77) 2. 30 (.82) 1. 69 (. 59) 1. 68 (. 71) 38. 86 *** I, 2>3, 4 
ス反トレス 怒り 1.99(77) 1.86(81) 1.46(.60) 1 45(.68) 17.00*** 1,2>3,4 
認知・行動的反応 2.13(75) 2.05(.84) 1.66(.64) 1.47(.58) 22.98 *** 1,2>3,4 
身体的反応 2. 22 (. 80) 1. 90 (. 79) 1 61 (. 60) 1. 59 (.71) 19. 36 *** I >2>3, 4 
積極的対処 2. 40(. 56) 2. 70(. 58) 2. 23(. 53) 2. 66(. 59) 16. 68 *** 2,4>1,3 
対処方略消極的対処 2. 39 (. 48) 2. 18 (. 46) 2. 28 (.51) 2. 23 (. 51) 3. 64 ** 1>2 
相談・協力要請 2. 20 (.72) 2 22 (. 78) 2. 05 (75) 2. 19 (. 79) 1.15 
臼雀． 嫌悪的側面直視への抵抗 2.88(.67) 2 39(. 77) 2.67(.63) 2.16(67) 24.64 *** 1,3>2,4 
内省する機会の少なさ 1. 86(. 62) 1. 39(. 46) 2. 23(. 65) 1. 73(. 63) 35 89 *** 3>1.4>2 
自尊蒋情 2. 91 (. 72) 3. 13 (. 84) 3. 42 (. 73) 3. 8(. 74) 30. 40 *** 4〉3>1.2
行動の積極性 . 40(. 35) . 52(. 36) . 45(. 37) . 61(. 38) 7 90 *** 4>1,3 
効且 失敗に対する不安 16(. 19) . 18 (. 18) . 37(. 30) 50(. 34) 43.18 *** 4>3>1,2 
能力の社会的位置づけ . 51(. 39) . 53(. 35) . 56(. 56) 66(. 35) 3. 72 ** 4>1,3 
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Appendix 1 自尊感情尺度（山本・松井・山成， 1982)
質問項目
少なくとも人並みには価値のある人間である
色々な良い要素を持っている
敗北者だと思うことがよくある（＊）
物事を人並みには， うまくやれる
自分には，自慢できるところがあまりない（＊）
自分に対して肯定的である
だいたいにおいて，自分に満足している
もっと自分自身を尊敬できるようになりたい（＊）
自分は全くだめな人間だと思うことがある（＊）
何かにつけて，自分は役に立たない人間だと思う（＊）
（＊）は逆転項目
Appendix2 一般的セルフエフイカシー尺度（坂野・東條， 1986)
賣目
行動の積極性
何か仕事をする時は，自身を持ってやるほうである
人と比べて心配性なほうである（＊）
何かを決める時，迷わずに決定するほうである
引っ込み思案なほうだと思う（＊）
結果の見通しがつかない仕事でも，積極的にとりくんでゆくほうだと思う
どんなことでも積極的にこなすほうである
積極的に活動するのは苦手なほうである（＊）
失敗に対する不安 ／ 
過去に犯した失敗や嫌な経験を思い出して、暗い気持ちになることがよくある
仕事を終えた後，失敗したと感じることのほうが多い
何かをするとき，上手くゆかないのではないかと不安になることがある
どうやったらよいか決心がつかずに仕事にとりかかれないことがよくある
小さな失敗でも人よりずっと気にするほうである
能力の社会的位置づけ
友人より優れた能力がある
人より記憶力が良いほうである
友人よりも特に優れた知識を持っている分野がある
世の中に貢献できる力があると思う
（＊）は逆転項目
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